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高齢者医療への負担はもう限界です 
 
 
 健康保険組合の事業主・加入者の方々に、健康保険組合の現状と健康保険組合・健康保

険組合連合会の主張を広くご理解いただくために、別紙のとおりホームページに掲載しま

す。 



保険料の約5割は拠出金

高齢者医療への負担はもう限界です

鯵健保組合は2008年度以降、7年連続の赤字財政となっています0これは・高齢者医療制度が創設され・‘5歳以上の

高齢者の医療費を負担する現役世代の拠出金の仕組みが改正されたためです。

●健保組合の被保険者1人当たりで負担する高齢者医療への拠出金は・制度創設前の2007年度の14・7万円（年間）

から2014年度は21．2万円に増え、1人当たりの年間保険料も、この7年間で8・3万円・1年間に約1・2万円

増加しています。拠出金を支払うために多くの健保組合が保険料を引き上げていますが・保険料に占める拠出金の

割合は確実に上昇し、2014年度は45．4％と約5割に達しています。

魯2015年度にはすべての団塊の世代が‘5歳以上の前期高齢者となり・高齢者の医療費は・さらに増加することが

見込まれますが、現役世代の保険料による拠出金負担はもう限界です。

1人当たりの年間保険料に占める拠出金の割合（年度）推移
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（注）2007～11年度までは決算、12年度は決算見込、13年度は予算・14年度は予算早期集計の数値です。
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※本資料は、健保組合の事業主・加入者の方がたに健保組合の現状と、健保組合・健保連の主張を広くご理解いただくことを目的に作成し・

全健保組合の統一広報活動として広報誌およびホームページに掲載しています。
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